
目　　次

地域広報紙とくぢ 2019年 10月号

(2019年 8月末現在 )

◎人　口
 5,719人

◎世帯数
2,828世帯

とくぢで輝く・集落支援員だより…3P
行政だより …4P
行事カレンダー・図書館だより…5P
こんにちは！赤ちゃん

里山だより・とくぢ満喫食べ歩き…2P

寺社を訪ねて・森のことこと…6P

花火中止でも、文化ホールに徳地の熱気が

まるで花火が上がっているかの
ような煌びやかな光の演出

満 ！々満 ！々
アフリカンやレゲエ、キッズダンスの熱に

ステージは盆踊り状態 !
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近隣スポット近隣スポット

「いにしえの里を訪ねて」

8 月 31 日（土）は、夏休み
最後を飾る徳地最大のイベン
ト。絶好の日より、少しの風
にも恵まれ、1 万人の人出で
賑わう・・はずでした。
2 日前までの豪雨による増水
で佐波川中洲が消えてしまい、
花火は打上げできない・・残
念！でも、フリーステージや
ストリートステージに出演予
定のミュージシャンやキッズ
ダンスのメンバーが徳地文化
ホールに集結。思いの外に集
まった観客、約 700 人（とくぢ
夏祭り花火大会実行委員会調べ）は午
後 1 時から 9 時まで盛り上が
り徳地の新たな魅力発信です。
イエーイ！

　（取材：池田特派員）

8 月 24 日（土）は、2 つの地区で縁
日が行われました。聖地を巡り、あり
し日に思いを馳せるのもよいですね。
深谷地区では、

じゅうさんぶつ

十三仏の供養祭が行
われました。死後の法要は、初七日か
ら三十三回忌まで 13 あり、忌日の本
尊を総称して十三仏と呼びます。
この地に建立されて 600 年以上にな
り、1975 年、徳地町文化財に指定さ
れたと同時に保存会を結成し、大切に
受け継がれています。

十三仏の供養を終えた正慶院住職は、
次の御供養に大急ぎ。小古祖の山中に
ある内藤隆春公墓所へ。前日に地区の
顕彰会お二人にボランティア７人が加

わった草刈りで、すっかりきれいに
なった墓所参道・周辺は、風も通るよ
うになっていました。
朝早くから 30 人ほどのお参り客に
恵まれ、消えそうになっていた開山忌
が復活しました。重田克美さんによ
る内藤隆春親子の解説に、山田文雄
さんのガイドで、裏にある奇兵隊訓
練場の

ろく

麓の河原の山中まで杖を突き
ながら歩くお年寄り数名も見られま

した。

（取材：徳地づくり達人塾、
池田特派員）

2019とくぢ夏祭り花火大会
～絶好の花火日和だったのに～

営業時間　10 時～ 19 時
定休日　不定期
〒747-0235 山口市徳地深谷 1087
☎0835-52-1260

ひっそりと佇む茅葺き屋根、そ
ばを流れる小さな谷川のせせらぎ
と風鈴の音色、
自然が演出す
る風情と女将
の心尽くしの
料理の演出。
この日は、鮎の塩焼き、栗ご飯
等全 9 種類。満足度 100% です。
至福のひと時を写真でお届けしま
す。訪ねてみませんか。

深谷地区は、実に魅力的です。小古祖須賀神社
の参道から始まり、十三仏や奇兵隊陣地の妙楽寺
址、三谷神原に抜ける道、その一隅に平岡神社が
あります。御所野、茂地木地区から重源の郷まで
見所が一杯です。

かじかの里 美濃吉

うつりゆく風情とともに味わう懐石料理

昼：懐石料理　2500 円 +税
夜：コース料理　4000 ～ 5000 円 +税

平岡神社

かき氷とお饅頭の売り切れ、嬉しい大誤算

深谷
十三仏

内藤隆春公
墓所

女将　薩摩千代子さん（左）　（右 : 本紙編集員）

季
節
の
草
花
が

お
出
迎
え
♪



3

■
生
前
供
養
の

ぎ
ゃ
く
し
ゅ

逆
修

深
谷
の
十
三
仏
は
、
生
前
に
死

後
の
供
養
を
す
る
逆
修
の
信
仰
対

象
と
さ
れ
、
毎
年
8
月
24
日
の
縁

日
に
は
地
域
住
民
を
あ
げ
て
供
養

祭
を
続
け
て
い
ま
す
。

中
央
の

こ
く
う
ぞ
う
ぼ
さ
つ

虚
空
蔵
菩
薩
（
背
面
に

応
永
十
四
年＜

1
4
0
7＞

の
年

号
が
あ
り
、
全
国
最
古
と
い
う
）

を
中
心
に
13
の
石
像
が
あ
り
ま

す
。
1
9
7
5
年
に
文
化
財
に
指

定
さ
れ
た
も
の
の
荒
廃
が
進
み
、

お
堂
を
立
て
替
え
た
1
9
7
7
年

に
保
存
会
を
結
成
し
ま
し
た
。

■
深
谷
公
園
（
十
三
仏
公
園
）

で
、
追
善
供
養
筒

薬
膳
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
関
代
表

が
毎
週
日
曜
日
に
、
深
谷
・
御
所

野
分
岐
点
に
あ
る
十
三
仏
公
園

で
、
自
宅
で
採
れ
た
野
菜
や
玄
米

餅
、
薬
草
茶
な
ど
と
と
も
に
、
6

年
前
か
ら
手
作
り
の
追
善
供
養
筒

を
組
み
込
ん
だ
供
養
祭
と
し
、
深

谷
十
三
仏
の
P
R
に
役
立
て
て
い

ま
す
。

■
置
き
忘
れ
ら
れ
た
14
番
目

の
石
仏

深
谷
十
三
仏
は
、
元
々
鹿
野
の

清
凉
寺
（
青
龍
寺
）
か
ら
こ
の
地

へ
飛
ん
で
き
た
と
十
三
仏
公
園
の

石
碑
に
刻
ん
で
あ
る
そ
う
で
す

（
桃
源
郷
　
徳
地
三
谷
：
山
本
茂

著
、
に
詳
し
い
）。
深
谷
の
地
区

か
ら
十
三
仏
の
お
堂
へ
つ
な
が
っ

て
い
る
小
道
の
上
に
驚
い
た
こ
と

に
14
番
目
の
石
像
が
置
か
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
近
く
に
は
平
岡
神

社
や
幸
神
様
等
も
あ
り
、
大
切
に

守
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
地
区
は

素
敵
な
町
歩
き
の
ゾ
ー
ン
に
な
り

そ
う
な
気
が
し
ま
し
た
。

（
取
材
：
徳
地
づ
く
り
達
人
塾
、

池
田
特
派
員
）

深谷十三仏を守り

地域活性化へ
せき

関 
せんいん

仙寅さん・福田政美さん

山
口
県
が
主
催
す
る
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
テ
ス
ト
（
ぶ
ち
ー
C
O
N
や
ま
ぐ
ち

2
0
1
9
）
に
、
今
度
徳
地
八
坂
に
移
住
さ
れ
る

村
上
忍
さ
ん
が
応
募
さ
れ
、
見
事
準
グ
ラ
ン
プ
リ

（
準
優
勝
）
を
獲
得
さ
れ
ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
と
は
、
様
々
な
社
会
的
課
題
（
子
育
て
、

高
齢
化
、
環
境
保
護
等
）
を
市
場
と
し
て
と
ら
え
、

収
益
を
上
げ
な
が

ら
そ
の
解
決
を
目

指
す
事
業
を
言
い

ま
す
。
県
内
各
地

か
ら
24
件
の
応
募

が
あ
り
、
一
次
審

査
を
勝
ち
残
っ
た

10
名
に
よ
り
、
8

月
31
日
公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

村
上
さ
ん
は
、
我
が
子
が
不
登
校
に
な
っ
た
こ

と
が
キ
ッ
カ
ケ
で
2
年
前
に
（
拠
点
な
し
に
）
始

め
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
を
、
こ
の
度
、
徳
地
を
拠

点
と
し
て
展
開
し
て
い
く
計
画
を
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
自
然
豊
か
な
徳
地
、
地
域
の
方
々
の
温
か
い

支
援
に
見
守
ら
れ
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
自
立

で
き
る
大
人
に
な
る
学
び
の
場
を
目
指
す
と
い
う

内
容
で
し
た
。

発
表
の
場
で
、
村
上
さ
ん
が
徳
地
を
最
適
地
と

選
択
さ
れ
た
理
由
は
、
豊
富
な
自
然
と
人
材
に
恵

ま
れ
て
い
る
こ
と
、
更
に
徳
地
に
は
子
ど
も
を
育

て
る
「
時
間
」
が
あ
る
こ
と
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

感
動
し
ま
し
た
。
い
ま
、
不
登
校
の
子
の
支
援
に

つ
い
て
は
大
き
な
社
会
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
徳
地
か
ら
、
こ
の
社
会
的
課
題
を
解
決
す
る

新
し
い
動
き
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

子供を育てる「時間」

（
集
落
支
援
員
：
市
原
）

追善供養筒

8月 24日の十三仏供養祭

十
三
仏
へ
つ
な
が
る
小
道
に
、

置
き
忘
れ
ら
れ
た
石
像
が
残
る
。

受賞者の皆さん（前列左から 3人目が村上さん）

右から関さん、福田さん
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「出張年金相談会」のご案内

１１月は「ねんきん月間」です。
年金制度に対する理解を深めていただくため、山口年金事務所職員に
よる相談会が開催されます。この機会にお気軽にご相談ください。
（予約不要）

◎日　時 １１月２０日（水）１０：００～１５：００　
◎場　所 徳地総合支所玄関ロビー（徳地堀１７４４番地）
◎内　容 国民年金保険料の納付相談、年金受給に関する諸手続き等
◎持参品 年金手帳・年金証書等、来庁者の本人確認書類（運転免
 許証等）、本人以外が相談する場合は本人が記入した委任状
問合せ先　
　山口年金事務所　 ☎０８３－９２２－５６６０
　総合サービス課　 ☎５２－１１１３

◎日　　時 １１月２１日（木）１０：３０～１３：００
◎集合場所 愛鳥林駐車場
◎内　　容　 ・森林セラピー基地愛鳥林エリアをウォーキング
　 健康運動指導士『健康に効果的な歩き方』
 ・森の癒し効果でリフレッシュ
 森の案内人『森林セラピーの楽しみ方』
 ・徳地産食材で野菜たっぷり　“癒しの森弁当”で昼食
 管理栄養士『健康寿命を延ばす食べ方』
 ※雨天の場合は、やまぐちサッカー交流広場で行います。
◎対　　象 市民３０名程度　　＊先着順・要事前申込
◎講　　師 西田井恭子氏（健康運動指導士）
◎料　　金 昼食代１，０００円、保険料５０円
◎持  参  品 動きやすい服装と靴、飲み物、汗拭き用タオル、敷物
 ※雨天の場合は、室内用シューズ
◎申込締切 １１月１４日（木）

申込先・問合せ先　
総合サービス課健康づくり担当　☎５２－１１１４　

令和２年１月１２日（日）開催の成人式について、令和元年１１月１
日時点で山口市に住民登録されている対象者の方には、１１月中旬
頃に案内状を発送いたします。
　なお、山口市に住民票を登録されていない方で、参加を希望される
方は、次の連絡事項を添えて、E メール等にて社会教育課までお申し
込みください。

　

　メールタイトルに「令和２年山口市成人式参加希望」と御入力くだ
さい。
　申し込みをされた方には、折り返し確認のメールをお送りします。
（１週間が経過しても折り返しのメールが届かない場合はお手数です
が社会教育課までお電話ください。

申込先・問合せ先　社会教育課
　　　　　（Eメール）s-kyoiku@city.yamaguchi.lg.jp 
            　☎０８３－９３４－２８６５

徳地の木漏れ日に癒される
ウォーキング教室

骨粗しょう症検診 成人式についてのお知らせ

２０１９年４月１日時点で

４０・４５・５０・５５・６０・６５・７０歳の女性の方必見！！

５年に１回の骨粗しょう症検診が１，０００円！※１
しかも、４０歳の方は無料で受けられます！

※１　自己負担金の減免があります。詳しくは問合せ先まで。

女性は、閉経前後の数年間に女性ホルモンの減少に伴い骨量が著しく
減少し、骨折のリスクが高まります。　
早期発見、早期対策がポイントです。

どんな検査？
問診、骨量検査（エックス線や超音波を利用して骨密度を測定します。）

【骨粗しょう症検診の流れ】
ＳＴＥＰ１　実施医療機関に直接予約
※個別検診（実施医療機関）での受診です。集団検診はありません。
　実施医療機関については、健康づくりガイド (P２７～２９) をご覧
ください。

ＳＴＥＰ２　受診
医療機関で受診券を提示。受診費用を支払い受診。手首もしくは腰の
エックス線写真や超音波を利用して骨密度を測定します。
検査は５～１０分程度です。

ＳＴＥＰ３　結果を確認する

問合せ先　総合サービス課健康づくり担当 
　　　　　☎５２－１１１４　ＦＡＸ:５２－０４４４

　１　氏名（ふりがな）
　２　性別
　３　生年月日
　４　案内状送付先郵便番号、住所
　５　送付先の世帯主氏名
　６　写真撮影を希望する地域
　７　電話番号

《連絡事項》
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2 ～ 3
土　～　日

すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２すくすくハウス予定
子育て支援センター  

☎５２－０６６２

のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３のびっこ島地予定
島地保育園内子育て支援室  

☎５４－０５６３

◆◇図書館だより◇◆ ☎５２－００４３☎５２－００４３

休日・夜間診療のご案内（防府市内）

10 月・11月の開設日
15
16
17
18
19

20
21
22
23
24

25
26
27
28
29

30
31
1
2
3

4
5
6
7
8

9
10
11
12
13

14

　
　
　

【夜間救急病院】( 平日、土日にかかわらず）

＊山口市内は市広報に掲載しています。どちらも利用できます。
【内科・小児科】（受付 8:30 ～ 11:30、13:00 ～ 16:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【歯科】（受付 8:30 ～ 11:30）
防府市休日診療所 ( 鞠生町 )☎0835-24-4172
【外科】当番医療機関 ( 診療 9:00 ～ 17:00）
10月２０日（日）

２２日（火）
２７日（日）

11月　３日（日）
４日（月）
１０日（日）

秋本医院（石が口） ☎22-5152
うちみち脳神経ｸﾘﾆｯｸ（石が口） ☎27-5880
防府胃腸病院（駅南町） ☎22-3339
木村整形外科（岸津） ☎38-1181
寿町クリニック（寿町） ☎27-5577
くらしげ整形外科ｸﾘﾆｯｸ（田島） ☎25-0076

　　

　　☆
さだすえ

貞末 
こと

心橙ちゃん【出雲地区】

☆年齢：0 才３ヶ月（写真撮影時）

☆性別：女の子

お兄ちゃんと仲良く、

たくさん笑って泣いて

成長してね♡

図書館
休館日

10月／２１・２２・２４・２８
11月／４・５・１１

１０月１７日（木）　誕生会
　　　１８日（金）　はっぴー・クッキング
　　　３１日（木）　園外保育　「秋の自然に触れて遊ぼう」
１１月　１日（金）　ＭａＭａ・ナビ
　　　　７日（木）　人形劇「かたつむりの会」
　　　１２日（火）　絵本の読み聞かせ「おいしいおかゆの会」

１０月１５日（火）　みんなであそぼう
　　　１８日（金）　みんなであそぼう
　　　２５日（金）　みんなであそぼう
１１月　１日（金）　みんなであそぼう
　　　　８日（金）　みんなであそぼう

【新しく入った資料】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎文学 落日／湊 かなえ  
◎一般書 星野源 ふたりきりで話そう／星野 源 
◎実用書 フラワーラッピング・マニュアル／出崎 徹 
◎ティーンズ 死ぬんじゃねーぞ！！／中川 翔子  
◎物語・児童書 地獄の歩き方／田村 正彦，小野崎 理香，水野 ぷりん 
◎絵本 おつきさまひとつずつ／長野 ヒデ子  
◎ＣＤ 瞬間的シックスセンス／あいみょん  
◎ＤＶＤ ボヘミアン・ラプソディ    

【企画展示】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
◎今月のテーマ Art autumn
◎絵本 ロングセラー絵本
◎一般 古都逍遥
◎児童・ティーンズ かぼちゃとおばけがいっぱい！ハロウィン♪ 

【お知らせ】・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

「ストーリーテリングのつどい」
日時：10月 27日（日）　10時～ 12時
会場：山口市立徳地図書館　視聴覚室
助言・解説：山本　安彦氏（山陽小野田市立中央図書館　館長）

「とくぢ図書館まつり」
日時：11月 3日（日・祝）　9時～ 16時
催し：ブックリサイクル、お楽しみ抽選会、おはなし会　など
ぜひお立ち寄りください！
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27
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憩いステーションとくぢ

認知症家族会（やすらぎの会）

集団がん検診

徳地文化祭・第５回とくぢ伝統芸能まつり

あいあいサークル「ミニミニ運動会」

ちいさな森カフェ

出雲地区ラジオ体操・ウォーキング

徳地文化展

徳地フェスティバル２０１９

健康相談（徳地保健センター）

狗留孫山健康登山～秋の里道から観音のお山へ～

第１０回ふるさと探訪ⅰｎ串

育児相談　歯科相談、ブックスタート併設

（問）地域活動支援センターやまぐち　☎０８３－９８６－２８３２

（問）基幹型地域包括支援センター徳地分室　☎５２－０６７０

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）徳地文化協会事務局　 　☎５２－０２１７

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）森林セラピー山口　☎５６－５２３４

（問）出雲地域づくり協議会　 　☎５２－０２１７

（問）徳地文化協会事務局　 　☎５２－０２１７

（問）徳地フェスティバル２０１９実行委員会　 　☎５２－０２１７

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

（問）森林セラピー山口　☎５６－５２３４

（問）徳地地域交流センター串分館　　☎５４－０２２２

（問）総合サービス課健康づくり担当　 　☎５２－１１１４

火

水

木

日

水

日

日

日

木

日

日

水

（10 月 15 日～11 月 14 日）
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花尾八幡宮●

376

島
地
川

森林セラピー山口では、９月から毎月、
健康登山イベント開催しています。山頂
を目指して一歩一歩、風や日差しが気持
ち良く、気分爽快。月に 1 度の山登りを
通じて、徐々に体力が付き、疲れにくさ
を実感される方も。
森林セラピーの山登りは、無理なくゆっ
くり。効果的な有酸素運動です。日頃の
ストレスもどこへやら。ごはんも美味しく
感じて、ぐっすり安眠。健やかな毎日に
つながります。

■豊前宇佐八幡宮から勧請
古来より徳地は、上徳地、下徳地と呼ばれ、
２地域に分かれていました。島地、和田、串
など上徳地十二ヶ村の最古のお社として、和銅
四年（711）に豊前（大分県）の宇佐八幡宮
から勧請され、上村大町に創建されたのが起
源という。
■代々、毛利家の尊崇が篤い
 その後、火災で場所を石曾根に移し、さらに天正三年（1575）、
毛利輝元が今の地に社殿を造営し

うつ

遷しました。延宝二年（1674）、
毛利綱広が二の鳥居を寄進、天明元年（1781）、毛利家中興の祖、
毛利

しげたか

重就が社殿の造替（棟札現存）をするなど、毛利家の尊崇
が篤かった。
■三所神光（３つの御祭神の光）
石曾根の毘沙門堂（現在はない）辺りに

せ ん ざ

遷座していた頃、現在
地の方向を見ると、３つの光が見えたそうです。これは御祭神の
応神天皇、神功皇后、玉依姫命が宿る場所という事で、毛利輝
元が天正三年に社殿を造営したといいます。
■幕末の風雲児、富永有隣の刀も
花尾八幡宮には、社殿の他にも獅子頭やガラス絵などたくさん
のお宝があるのは有名です。今回は、幕末の風雲児、富永有隣
の刀があった（現在は国立博物館所蔵）
という話を伺いました。脱隊騒動の折り、
島地のあたりの戦いから逃れる際、住
民に託したものが、花尾八幡宮に預け
られたものの、戦時中に供出され、戻っ
てきていないという。う～ん、徳地の伝
説の興味は尽きませんね。
（取材：徳地づくり達人塾、池田特派員）

森のことこと森のことこと
〜山口市徳地森林セラピー基地〜
森のことこと

徳地の森は日本で最初の森林セラピー基地で、

年間約３,０００名が来訪しています。森林セラピー

は「健康のため森に入る、新しい森の楽しみ方」。

毎月徳地の森の魅力をご紹介します。

健康志向で山登り

【問合せ先】
森林セラピー山口（TEL56-5234）
 

▲ ▲ ▲

ＷＥＢ「森林セラピー山口」で検索

>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<>>>　写真や情報をお寄せ下さい　<<<

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。
「こんにちは赤ちゃん」への
掲載希望も大歓迎です。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。

　地域の景色や行事など、あなたの
知っている徳地の素敵なところ・人・
モノの写真や情報を徳地地域づくり
協議会まで情報をお寄せください。
「こんにちは赤ちゃん」への
掲載希望も大歓迎です。

※人物が主題の写真は必ず承諾を得てください。
※頂いた写真等は徳地地域づくり協議会で管理し「ふる
さととくぢ」のほか「徳地地域づくり協議会 HP・FB」
でご紹介させていただきます。 花尾八幡宮 

山口市徳地島地３５４
☎0835-54-0210

～
さんしょしんこう

三所神光、現る～

花尾八幡宮の社殿
（奥の高い所が本殿）

花尾八幡宮

徳
地
和
紙
製
の
御
朱
印
帳
に

ご
記
帳
・
押
印
!

（
山
口
観
光
コ
ン
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ン
協
会
徳
地
支
部
）

榊原正勝宮司

戦前の 10 月２日（現在は 11 月
３日）の秋季大祭の写真、当時
は籾俵の神輿を担いで練り歩い
たという。
（夏の虫送り（青田祈祷）は、上村から島地一帯まで続く灯明の道を歩き

回 る行事。夏の夜に灯火の道が延々と続いている光景が目に浮かびます。）
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